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 我々は境界値問題として 2 次元のラプラス方程式を解き、極域全体のポテンシャル分布を導出







も見られた。飽和の見られる太陽風条件、すなわち extreme solar wind condition に対して、本
研究のモデルは、広く受け入れられている過去のモデルである Weimer モデルと比べて実測によ
り近い値を示した。Weimer モデルでは実測よりも 20-100kV 程度大きく見積もっていた。標準
的な solar wind condition では両者のクロスポーラーキャップポテンシャルの見積もりは近い値
を示した。SuperDARN レーダーによる電離圏プラズマの対流観測を基にしたモデルとの比較を
行うため、2006 年 12 月 14‐15 日に発生したストームに本研究のモデルを適用した。その結果、
|By|>>|Bz|でかつ IMF の大きさが比較的小さい状況を除いて、SuperDARN レーダーによる
モデルは本研究のモデルや Weimer モデルよりも著しくポテンシャルの値が小さくなっているこ
とがわかった。これらから、本研究で構築されたモデルは、他のモデルに比べてより現実を反映
していることがわかる。残された課題としては、北向き IMF 時の 4 cell ポテンシャル構造や、
磁気嵐やサブストームに特徴的なハラング不連続やサブオーロラ帯のドリフトの形状が再現でき
るようにモデルを改良することである。 
